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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 毎月第２・３・４日曜日
１０：００～１５：００
天文館松山通りリンクビル9階
(鹿児島市呉服町1-18 前『そら猫』）
※「飼い主探しの会」につきましては、諸事情により中止、又は開催日時・場所が変更になる場合がございます。又は予定外に開催する場合もございます。ご来場の際はマスク着用にご協力くださいますようお願いいたします。
５月開催予定日
１０日㊐　１７日㊐　２４日㊐
６月開催予定日
１４日㊐　２１日㊐　２８日㊐
　　　　「定例総会のお知らせ」
日時：5月31日㊐　13時～1時間程度
場所：「飼い主探しの会」同会場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加無料、どなたでも参加できます。
◎ご来場の際は、マスク着用にご協力ください。小学生以下のお子様同伴のご来場はご遠慮ください。
※会で行った不妊手術数：11,088匹
※飼い主のみなさまへ 

公益社団法人 東京都獣医師会 危機管理室 感染症対策セクション（2020.4.24） 

Q．新型コロナウイルスはペット（犬や猫）にうつりますか？ 

A．ペットへの感染に関する報道が続き、飼い主のみなさまにとってはご心配な毎日だと思います。 OIE（国際獣疫事務局）によると、香港当局は新型コロナウイルスに感染した方が飼育している犬か ら、このウイルスの弱い陽性反応が見られたと報告しました。この犬の弱陽性反応は、その後、陰性 となったようです。この犬はその間、何も症状を出していませんでした。 最初の血液検査では、感染を示すコロナウイルスに対する抗体価の上昇は認められませんでしたが、 その後陽性が確認されましたので、その犬への感染は起きたようです。3 月 18 日には、別の陽性患 者が飼っている犬も陽性となったことが報告されています。この犬も症状を示さず、その後、陰性と なりました。 

・猫では、3 月 27 日にベルギーで感染が確認されたと、ベルギー当局が発表しています。報道によ ると、この猫は下痢、嘔吐、呼吸困難などの症状を示した後、回復したとされていましたが、判断を するための十分な情報がなく、本当に感染したかどうかも含めて不明です。 その後、3 月 31 日には、香港当局が猫への感染を報告しています。この猫は症状を示していないと されています。  4 月 22 日には、ニューヨーク州でそれぞれ別の飼い主に飼育されている猫、2 頭で陽性が確認さ れました。この猫たちは、軽い呼吸器症状を示し、現在は回復していると報告されています。1 頭は 飼い主が陽性患者です。もう 1 頭は感染源がはっきりしていませんが、CDC（アメリカ疾病予防管 理センター）および国立獣医学研究所はヒトの陽性患者から感染したと推測しています． 

・いずれの報告も、新型コロナウイルスが犬および猫にうつる可能性を示しています。 香港当局およびベルギー当局は、新型コロナウイルス感染症は、ヒトからヒトにうつる病気であり、 ヒトから犬および猫への感染は一般的ではないことを強調しています。 
・感染実験や、武漢市での猫の抗体価検査の結果などが中国の大学から報告されていますが、今の段階 では、世界の多くの研究機関は十分な根拠がない（不確かな情報）と考えています。 今後の推移を注意深く見守る必要があるでしょう。 

・現時点では、本会を含め世界の多くの専門家は、伴侶動物を日常的に検査する必要はないと考えています。  

 繰り返しになりますが、次々に新しい情報が発信されている現時点でも、新型コロナウイルス感染症 はヒトからヒトへ感染する病気であり、ヒトからペットに感染した（ペットからウイルスが検出され た）としても、さらにペットがヒトに病気を移す可能性は限りなく低いだろうと、世界中の多くの専 門家も含めて考えています。 

 今後も人との接点があるペットやその他動物に関する様々な報告が行われることが予想されますが、冷静に情報を取捨選択し、落ち着いて対応くださいますようお願いいたします。 

本会としては引きつづき、飼い主の方が新型コロナウイルスに感染しないことがペットを守るため にも大事であると考えております
年度末活動報告
平成１１年４月「動物の命を守る会鹿児島」として発足し、途中会の名前を変更し、又NPO法人として会の運営形態も変更、２１年目の年度を終了致しました。ここまで継続してこれた事、感無量の思いがあります。多くの犬猫と関り、多くの方々と接して来ました。途中何度か存続の危機もありましたが、今日まで継続してこれましたのは、多くの協力をいただいた皆さん（獣医さんや行政の方も含め）と、共に喜びも苦しみも共有して頑張ってくれたスタッフのお陰です。改めて「有難う」と言わせていただきます。
今年度（平成３１年４月～令和２年３月）の活動についてご報告させていただきます。今年度もこれまでと変わりなく、３つの活動を行いました。

１）譲渡会は　４２回開催で　８７匹に新しい里親さんが決まりました。累計は　４８５５匹です。譲渡会会場を変更した事もあり、来場者が減り、決定した数も多くはありませんが、快適な室内での開催で猫達には以前のような暑い夏や寒い冬の過酷な経験もさせる事無く、又台風等気象条件にも左右されず、必ず開催できる事のメリットもありました。又室内である事で安心して猫達を来場者に見ていただき、抱いて貰えました。猫本来のリラックスした様子も見てもらえたと思います。これからはもう少し来場者が増えるような環境づくりや広報にも注力していきたいと思います。

２）野良猫の避妊手術の啓蒙と実施も新しい展開をし成果をあげています。４月から２ヶ月に１度獣医さんに喜界島に渡って貰い、獣医のいない島でこれまでしたくてもできなかった方々の要請に応える事ができました。喜界島では犬にも助成金を出し手術しました。７回島へ渡り、犬２３匹・猫２４１匹手術を終えました。今年度も同じように進めていきたいと考えています。又屋久島にも１０月から獣医さんに渡って貰いました。５回で４０２匹済ませました。集落の多頭飼育の現場を一つ一つ潰していき、全てを終えて安心した相談者が他の集落の同じような悩みを持つ方に伝えて、これまで隠れていた方々が「自分も」と声をあげるようになっています。毎月７０匹～８０匹はしていますので、継続すれば年間に１０００匹近くになります。その間に未手術の子達が出産しても数年で全頭終える事ができると思っています。ただ最近コロナの影響で島外からの入島に神経質な動きも見られ危惧しているところです。手術１０，０００匹を記念しての無料手術は１３８匹でした。他に観光地猫が１７３匹、そして会と提携して下さっている獣医さんのご協力での手術等が６８０匹となり、年間で１，６５７匹の犬猫に手術できました。累計で１１，０８８匹です。

３）動物愛護思想の啓蒙活動　愛護フェスティバルに参加したり、チャリティカレンダーを作成販売、写真展を開催するなど様々な活動をしてきた今年度でした。

最後にコロナの影響が鹿児島でも大きくなる中、皆さまどうかお大事になさって下さい。今日まで温かく会の活動を見守って下さった多くの皆様に心から感謝いたします。来年度もどうかよろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　NPO法人犬猫と共生できる社会をめざす会　鹿児島

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　杉　木　和　子　

～ごんちゃん～
ふくみつ動物病院　福満志乃
私が大学生の頃、家にごんちゃんという猫がいた。子猫の時は野良猫で、疥癬と猫かぜにかかり、顔はふけと鼻水でぐちゃぐちゃ、それを見かねた人がうちの病院に連れて来た。しかも治療を受け帰った次の日に、また別の心優しき人に連れて来られた。恐らく助けてくれそうな人を見つけてはすり寄って生活していたと思われる、けなげで人懐こい猫だった。そんなことで縁を感じた父(院長)は、「治るまで入院」と宣言。順調に回復し隔離室から一般入院室に移ったごんちゃんは、院長室に日向ぼっこに招かれるようになり、ほどなく2階の自宅へと昇格し家族の一員となった。名前も、「名無しのごんちゃん」改め「ゴンチャロフ」と上品なものになった。ごんちゃんはお薬を飲むのがとても上手だった。院長は薬を処方する際、時々ごんちゃんを呼んで、こんな風にするんですよーと説明していた。１階の病院から「ごんちゃーん、ごんちゃーん」と呼ぶと、ウニャウニャ言いながら階段をコトンコトンと降りてきて、役目を終えるとまた自分で階段を登って帰って行く。それが面白くて、私はよく用もないのにごんちゃんを呼んだ。その度にお返事をして１階に来てくれるので可愛くてたまらなかった。

ごんちゃんは紐が大好きで、紐をしまってある引き出しを開けて自分で持ってきた。自分の都合で持って来てもあまり遊んでもらえないので、「紐で遊ぼうかー」と言うと持ってくるようになった。そのうち「ひも」という単語に異常に反応するようになり、「いも」とか「きも」とか音が近ければなんでもよくなり、しまいには「ひ」というだけでいそいそと戸棚の方に歩いて行く姿にみんなで笑ったりした。

先日、病院の移転のため荷物の整理をしていると、学生の頃のレポートを見つけた。「生理学の神経学的反射の実習を欠席した為、授業のレポートを書けないので、うちの猫の神経学的検査を行いました」というものだった。神経学的検査とは、足を曲げたり持ち上げたりつまんだり、色々な姿勢を取らせ、動物の反応から脊髄のどこに異常があるかを調べる検査である。しかし、学生の私のやり方の悪さと、ごんちゃんがデレデレするのとで、全く検査になっていなかったようだ。「すぐに寝転ぶ」「寝たまま動かず丸まる」、と記されたレポートの最後には、「反応の低下・足の運びの異常があり、脊髄T２より頭側の異常がある」、と当時の私は健康なごんちゃんを病気であるかのようにもっともらしく書いていた。ごんちゃんはされるがまま協力してくれていたのにひどい話である。先生のコメントでは、「正常な猫ではそもそもこの検査をやらせてもらえないことから、すんなりと検査できる猫ではそれ自体でどこか異常があることも考慮できる」、とあった。先生は半ば呆れつつも丁寧にコメントくださったのだなあと今は思う。先生に感謝である。

たくさんのごんちゃんの思い出、ほかにもいっぱい思い出が詰まった病院ともお別れだ。たくさんの猫、犬、人に教えられ助けられてきた。病院に来る子みんな、その子たちと人とのそれぞれの思い出があり、これからもっとその大切な時間を積み重ねていくだろう。新しい病院を前に、改めて身が引き締まる思いである。

【新住所：姶良市加治木町木田1685-1      TEL/FAX：0995-64-3377/0995-56-8855】
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飼い主探しの会・決定数


第708回（3月8日）


　0匹


第709回（3月15日）


0匹


第710回（3月22日）


子猫2匹�第711回（4月5日）�　0匹�第712回（4月12日）


子猫2匹


第713回（4月19日）


0匹�第714回（4月26日）�　成猫1匹・子猫3匹�　　　譲渡数合計　�　　犬 ： 　873匹


猫 ： 3,988匹�合計 ： 4,861匹





子猫1匹・成猫2匹�これまでの譲渡数合計


犬：８７２匹


猫：３，８７２匹�計：４，７４４匹





これまでの譲渡数合計


犬：８７２匹


猫：３，８７２匹�計：４，７４４匹











